



























































































17 年度の借入金依存度は従業員数 51 人以上では





では 2.9 ポイント，21～50 人 3.3 ポイント，⚖～20













数 21 人以上の企業では 26.2％（原数値）であった
が，従業員数 20 人以下の企業では 51.6％と半分以
上を占めていた（⚐～⚒人 71.0％，⚓～⚕人 56.1％，






























































































































みよう。事業所数をみると，01 年は 27 万 504 で




数（販売農家）は 03 年の⚕万 5,810 から 15 年の⚓
万 8,086 へと⚑万 7,724（31.8％）の大きな減少を
示している8)。したがって，北海道の経済規模は縮
小を余儀なくされている。経済規模を総生産（名
目）9) でみると，北海道の総生産は 01 年度は 20 兆
2,134 億円であったが，08 年⚙月のリーマン・ショッ
クの影響で 09 年度は 18 兆 1,376 億円まで減少し
























15 年度の北海道の総生産（名目）は 18 兆 9,612 億






道内全体の総生産 18 兆 9,612 億円の 10.3％を占め
ているに過ぎない。一方，国内製造業の総生産（名



























業の総生産（29 兆 6,923 億円）が全体（514 兆 2,963
億円）に占める割合は 5.8％であったが，北海道の




が，同年度において全国では 8.5％（43 兆 8,040 億
円）であったが，北海道では 13.3％（⚒兆 4,543 億
円）を占めたことに関係している20)。また建設業に
従事している従業者数の割合は，14 年度において全
国では 6.6％（379 万人，総数 5,743 万人）であった












































表 1 経済活動別道内総生産（名目） 単位：100 万円，％
2001 年度 2005 年度 2008 年度 2011 年度 2014 年度 増減率 増減
⚑ 産 業 17,034,893 16,408,425 15,299,082 15,265,651 15,625,688 －8.3 －1,409,205
⑴ 農林水産業 697,121 726,316 706,274 683,580 749,251 7.5 52,130
① 農 業 512,533 541,327 511,547 510,221 552,733 7.8 40,200
② 林 業 17,681 20,624 24,228 22,746 25,768 45.7 8,087
③ 水産業 166,907 164,365 170,499 150,613 170,750 2.3 3,843
⑵ 鉱 業 38,632 35,406 34,150 32,763 22,558 －41.6 －16,074
⑶ 製造業 1,953,101 1,767,714 1,623,999 1,622,512 1,598,469 －18.2 －354,632
① 食料品 709,611 601,889 584,061 606,167 587,693 －17.2 －121,918
② 繊 維 2,507 2,073 2,614 2,195 3,358 33.9 851
③ パルプ・紙 198,992 162,552 110,194 127,483 114,687 －42.4 －84,305
④ 化 学 46,579 38,170 48,406 46,361 69,893 50.1 23,314
⑤ 石油・石炭製品 165,020 102,543 110,613 100,687 95,683 －42.0 －69,337
⑥ 窯業・土石製品 130,132 97,278 68,757 75,938 62,204 －52.2 －67,928
⑦ 鉄 鋼 60,077 153,020 157,395 147,284 125,033 108.1 64,956
⑧ 非鉄金属 3,852 4,009 6,681 6,155 3,197 －17.0 －655
⑨ 金属製品 116,453 109,355 81,088 82,855 96,016 －17.5 －20,437
⑩ 一般機械 61,814 57,144 54,759 52,020 64,715 4.7 2,901
⑪ 電気機械 137,096 99,479 104,066 99,906 89,272 －34.9 －47,824
⑫ 輸送用機械 63,165 77,703 76,136 89,618 96,321 52.5 33,156
⑬ 精密機械 4,385 4,849 3,810 5,242 4,141 －5.6 －244
⑭ その他の製造業 253,418 257,650 215,419 180,601 186,256 －26.5 －67,162
⑷ 建設業 2,027,245 1,608,285 1,292,621 1,221,755 1,504,808 －25.8 －522,437
⑸ 電気・ガス・水道業 493,663 466,186 365,580 433,914 446,473 －9.6 －47,190
① 電気業 304,324 271,786 170,437 233,933 246,295 －19.1 －58,029
② ガス・水道・熱供給業 189,339 194,400 195,143 199,981 200,178 5.7 10,839
⑹ 卸売・小売業 3,077,058 2,855,932 2,339,208 2,459,674 2,473,875 －19.6 －603,183
① 卸売業 1,571,448 1,643,008 1,193,278 1,233,043 1,210,703 －23.0 －360,745
② 小売業 1,505,610 1,212,924 1,145,930 1,226,631 1,263,172 －16.1 －242,438
⑺ 金融・保険業 816,739 885,903 683,268 609,570 588,257 －28.0 －228,482
⑻ 不動産業 2,045,001 2,100,929 2,195,520 2,232,034 2,221,773 8.6 176,772
① 住宅賃貸業 1,834,072 1,928,198 2,027,544 2,016,453 2,016,289 9.9 182,217
② その他の不動産業 210,929 172,731 167,976 215,581 205,484 －2.6 －5,445
⑼ 運輸業 1,413,039 1,488,289 1,391,176 1,270,393 1,278,303 －9.5 －134,736
⑽ 情報通信業 800,999 748,679 734,082 717,145 744,167 －7.1 －56,832
⑼⑽ 運輸・通信業 総生産 2,214,038 2,236,968 2,125,258 1,987,538 2,022,470 －8.7 －191,568
① 通信業 443,568 373,852 357,525 371,134 381,966 －13.9 －61,602
② 放送業 39,007 42,563 35,144 36,631 37,358 －4.2 －1,649
③ 情報サービス，映像･文字情報制作業 318,424 332,264 341,413 309,380 324,843 2.0 6,419
⑾ サービス業 3,672,295 3,724,786 3,933,204 3,982,311 3,997,754 8.9 325,459
① 公共サービス業 1,236,624 1,320,837 1,379,017 1,545,502 1,597,900 29.2 361, 276
② 対事業所サービス業 1,184,012 1,225,368 1,385,114 1,286,750 1,278,146 8.0 94,134
③ 対個人サービス業 1,251,659 1,178,581 1,169,073 1,150,059 1,121,708 －10.4 －129,951
⚒ 政府サービス生産者 2,928,895 2,744,845 2,626,711 2,501,732 2,454,260 －16.2 －474,635
⑴ 電気・ガス・水道業 189,151 181,088 179,056 162,658 161,609 －14.6 －27,542
⑵ サービス業 777,703 748,904 657,702 623,871 615,082 －20.9 －162,621
⑶ 公 務 1,962,041 1,814,853 1,789,953 1,715,203 1,677,569 －14.5 －284,472
⚓ 対家計民間非営利サービス生産者 315,805 322,752 348,297 395,589 402,252 27.4 86,447
⑴ サービス業 315,805 322,752 348,297 395,589 402,252 27.4 86,447
⚔ 小計（1＋2＋3） 20,279,593 19,476,022 18,274,090 18,162,972 18,482,200 －8.9 －1,797,393
⚕ 輸入品に課される税・関税 63,803 87,348 116,898 133,341 137,400 115.4 73,597
⚖（控除）総資本形成に係る消費税 129,993 121,170 105,970 86,169 134,985 3.8 4,992
⚗ 経済活動別道内総生産（4＋5－6） 20,213,403 19,442,200 18,285,018 18,210,144 18,484,615 －8.6 －1,728,788
（参 考）
第 ⚑ 次 産 業 697,121 726,316 706,274 683,580 749,251 7.5 52,130
第 ⚒ 次 産 業 4,018,978 3,411,405 2,950,770 2,877,030 3,125,835 －22.2 －893,143
第 ⚓ 次 産 業 15,563,494 15,338,301 14,617,046 14,602,362 14,607,114 －6.1 －956,380





品増加）の大きな減少がある。01 年度から 14 年度
の間に，民間需要（民間最終消費支出＋民間住宅投
資＋民間企業設備投資＋民間在庫品増加）は 14 兆
6,681 億円から 14 兆 760 億円へ 4.0％減少したが，


















ビス業が 82 万円高いものの卸・小売業は 12 万円低
かった。次に，01 年から 14 年の間の労働生産性の
変化率をみると，北海道では農林水産業は 45.5％，


















石狩が⚗兆 9,471 億円で最も多く全体の 43.2％を
占め，次いで上川⚑兆 6,000 億円（8.7％），胆振⚑
兆 5,910 億円（8.7％），十勝⚑兆 2,587 億円（6.8％），
渡島⚑兆 2,487 億円（6.8％）となっており，上位⚕
振興局で 13 兆 6,455 億円，全体の 74.2％を占めて

















て 24 万 3,000 である。このうち従業員数 300 人以
上の大事業所は 451 にとどまる一方，⚑～299 人の
中小事業所は 24 万 928 で全事業所数の 99.3％を占
める。また，北海道の従業員数は 244 万 5,000 人で
あるが，大事業所には 11.3％の 27 万 6,000 人，中
小事業所には 88.7％の 216 万 9,000 人が従事して
いる。さらに言えば，個人企業は全事業所数の
32.2％（⚗万 8,000）あり，全従業員数の 7.9％（19







数は 90.3％（214），従業者数は 118.4％（14 万
9,654 人）増えている。一方，⚑～⚔人の零細規模
層では減少を続け，事業所数は 15.6％（⚒万 5,687），
従業員数は 34.8％（15 万 6,688 人）も減少している。
全国でみると零細規模層はそれぞれ 8.5％（30 万






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































移をみると，事業所数は 10 万 3,000 から⚗万 8,00
へ⚒万 5,000（31.9％），従業員数は 26 万 8,400 人
から 19 万 3,500 人へ⚗万 4,900 人（38.7％）減って
おり，主要な⚕業種でも個人企業は減少していた32)。
次に，北海道の中小企業の業況をみよう。図⚑は
























表 3 振興局別の総生産（名目） 単位：100 万円，％
06 年度 8 年度 10 年度 12 年度 14 年度 増減率
実数 構成比
空知 1,111,192 1,022,086 1,000,186 978,217 976,717 5.3 －12.1
石狩 7,850,773 7,571,406 7,535,053 7,649,628 7,947,062 43.2 1.2
後志 755,589 711,406 658,071 641,534 672,845 3.7 －11.0
胆振 1,717,858 1,707,948 1,718,432 1,536,167 1,591,034 8.7 －7.4
日高 275,383 247,226 236,649 233,044 244,918 1.3 －11.1
渡島 1,396,846 1,295,933 1,268,104 1,252,668 1,248,733 6.8 －10.6
檜山 148,270 131,336 124,718 118,997 123,463 0.7 －16.7
上川 1,730,344 1,640,479 1,590,754 1,558,662 1,600,021 8.7 －7.5
留萌 218,244 193,994 172,336 169,971 174,232 0.9 －20.2
宗谷 312,315 293,640 286,254 279,321 295,621 1.6 －5.3
オホーツク 1,188,880 1,110,574 1,073,376 1,034,076 1,046,797 5.7 －12.0
十勝 1,290,013 1,243,883 1,233,475 1,209,176 1,258,679 6.8 －2.4
釧路 908,662 874,296 838,563 821,160 841,633 4.6 －7.4
根室 356,527 345,112 333,413 339,426 364,019 2.0 2.1
全道 19,260,896 18,389,319 18,069,384 17,822,047 18,385,774 100.0 －4.5
注）「増減率」とは 14 年度にたいする 06 年度の比率。
出所）北海道経済部［2015］『道民経済計算年報』。
表 4 道内の企業規模別の事業所数と従業者数
総計 1～4 人 5～9 人 10～29 人
事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
04 年 238,838 100.0 2,112,225 100.0 165,034 69.1 450,576 21.3 34,861 14.6 287,291 13.6 28,420 11.9 522,358 24.7
9 年 258,041 100.0 2,535,263 100.0 150,241 58.2 320,764 12.7 51,235 19.9 334,692 13.2 40,475 15.7 653,204 25.8
14 年 242,707 100.0 2,445,372 100.0 139,347 57.4 293,888 12.0 48,098 19.8 315,157 12.9 39,187 16.1 635,369 26.0
30～49 人 50～99 人 100～299 人 300 人以上
事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数
実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
04 年 5,335 2.2 219,356 10.4 3,355 1.4 243,346 11.5 1,596 0.7 262,917 12.4 237 0.1 126,381 6.0
9 年 7,703 3.0 288,561 11.4 4,740 1.8 322,260 12.7 2,205 0.9 346,571 13.7 428 0.2 269,211 10.6












の中小製造業の総資産額は，11 年度の 4,917 億円か
らほぼ横ばいであったが，15 年度には 4,725 億円と
なり，この間に 3.9％の減少を示した。これは資本
金⚓千万～⚕千万円未満の小規模層の総資産額が
1,726 億円から 1,916 億円へ 11.0％増加したもの
の，資本金⚕千万円～⚑億円未満の中規模層のそれ
が 3,192 億円から 2,809 億円へ 12.0％も減少した
からであった。一方，資本金⚑億円以上の大製造業








総計 1～4 人 5～9 人 10～29 人
04 年 14 年 増減率 04 年 14 年 増減率 04 年 14 年 増減率 04 年 14 年 増減率
建設業 23,888 22,295 －6.7 14,501 11,349 －21.7 4,738 5,576 17.7 3,761 4,296 14.2
製造業 11,692 11,575 －1.0 5,500 4,802 －12.7 2,178 2,512 15.3 2,545 2,705 6.3
卸・小売業 65,058 58,101 －10.7 42,544 32,009 －24.8 11,255 13,481 19.8 8,875 9,801 10.4
不動産業 16,608 18,015 8.5 15,780 15,192 －3.7 535 1,728 223.0 226 818 261.9
宿泊・飲食業 39,281 33,660 －14.3 31,364 21,685 －30.9 4,275 6,428 50.4 2,874 4,464 55.3
30～49 人 50～99 人 100～299 人 300 人以上
04 年 14 年 増減率 04 年 14 年 増減率 04 年 14 年 増減率 04 年 14 年 増減率
建設業 572 707 23.6 241 280 16.2 70 52 －25.7 5 10 100.0
製造業 704 732 4.0 464 501 8.0 255 243 －4.7 46 49 6.5
卸・小売業 1,261 1,323 4.9 765 835 9.2 328 289 －11.9 30 41 36.7
不動産業 27 100 270.4 29 47 62.1 11 29 163.6 － 2 －















額では 11 年度の 44.3％から 15 年度の 39.5％へ




業の比率は，総資産額では 11 年度の 1.3 倍から 15






ら 15 年度の間に中小製造業は 8.2 ポイント，大製
造業は 11.9 ポイントの上昇をみせている。しかし，
その格差は広がっている。中小製造業の自己資本比
率に比べて大製造業のそれは 11 年度には 3.4 ポイ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































業の ROA に比べて大製造業のそれは 11 年度 1.7
ポイント，12 年度 2.1 ポイント，13 年度 1.6 ポイン
ト，14 年度 2.5 ポイント，15 年度 1.5 ポイントを上
回るに過ぎなかった。しかも，中小製造業のなかで
も資本金⚓千万～⚕千万円未満の小規模層の ROA
は高かった。例えば，資本金 10 億～50 億円未満の
最大規模層の ROA と比べて小規模層のそれは，11
年度は 0.7 ポイント，12 年度 1.5 ポイント，13 年度
0.4 ポイント，14 年度 2.0 ポイントを下回るに過ぎ




要についてみてみたい。11 年度から 15 年度の間に
中小製造業の資金需要（設備資金＋運転資金）は増
加を続け，1,546 億円から 1,878 億円へ 332 億円の
増加を示した。しかし，その増加率は 21.4％で低調
であった。これは運転資金（流動資産－流動負債）
が 454 億円から 772 億円へ 70.2％（318 億円）の大
きな増加を示したものの，設備資金（固定資産－固








は 408 億円から 428 億円へ 4.8％（20 億円）増え，
運転資金は 307 億円から 484 億円へ 57.9％（177 億
円）増加した41)。しかし，中規模層では運転資金は
147 億円から 288 億円へ 95.9％（141 億円）増加し








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































層では 11 年度から 15 年度の間に 82.5％（55 億円）
の伸びを示した。それは中規模層の伸び率 30.8％
（43 億円）の⚓倍弱であった。一方，北海道の大製
造業の資金需要は同期間に 2,161 億円から 3,401 億
円へ 57.4％（1,240 億円）増えており，運転資金は
570 億円から 1,112 億円へ 94.9％（542 億円），設備











本（純資産）は 11 年度の 2,166 億円から 15 年度の
3,411 億円へ 57.5％も増加しているが，中小製造業










の 1,249 億円から 15 年度の 917 億円へ 26.6％減
り，中小製造業は 1,662 億円から 1,359 億円へ
18.3％減少した。この結果，金融機関借入金比率
（長・短期金融機関借入金/負債合計＊100）は，大製














11 年度の 1,396 億円から 15 年度の 1,482 億円に増
え，大製造業のそれは 1,809 億円から 1,979 億円へ
と増加した。増加率はいずれも 1.1 倍であった48)。
また中小製造業の付加価値額が全体に占める割合
は，11 年度 43.6％，12 年度 43.1％，13 年度 43.7％，
14 年度 43.2％，15 年度 42.8％とほぼ横ばいで推移
した49)。しかし，売上高に占める付加価値額の割合
をみた付加価値率をみると，中小製造業の付加価値
率は大製造業のそれを 11 年度を除いて 12 年度は
1.8 ポイント，13 年度 1.8 ポイント，14 年度 1.2 ポ
イント上回っており，特に 15 年度は 3.2 ポイント
北海道の経済，中小企業，信用組合
─ 12 ─
表 8 北海道の製造業の資本金規模別の金融機関借入金 単位：100 万円，％
3 千万～5 千万円未満 5 千万～1 億円未満 3 千万～1 億円未満 1 億～3 億円未満 3 億～5 億円未満 5 億～10 億円未満 10 億～50 億円未満 1 億円以上
実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率
11 年度 54,669 54.4 111,569 47.5 166,238 49.5 58,441 46.4 20,084 15.8 7,890 28.8 38,470 32.0 124,885 31.2
12 年度 48,093 52.5 98,513 45.8 146,606 47.8 54,880 42.2 19,104 19.1 5,459 14.1 31,256 26.3 110,699 28.5
13 年度 54,446 55.1 98,654 45.1 153,100 48.3 61,185 42.7 18,990 18.4 4,091 9.4 23,869 22.2 108,135 27.2
14 年度 47,019 47.1 99,796 46.2 146,815 46.5 54,563 41.3 17,143 17.7 2,136 5.6 22,254 21.3 96,096 25.9





















11 年度から 15 年度の間に 1.2 倍増え，この増加率
は資本金 10 億～50 億円未満の最大規模層の 1.1 倍
よりも高かった51)。また付加価値率では，小規模層
のそれは最大規模層に比べて 11 年度 3.8 ポイント，
12 年度 9.8 ポイント，13 年度 9.8 ポイント，14 年




層のそれと比べて 11 年度 37.3 ポイント，12 年度
37.4 ポイント，13 年度 37.0 ポイント，14 年度 41.1









































表 9 道内の製造業の企業規模別の経営効率 単位：100 万円，％
売上高 付加価値額 付加価値率 設備投資効率
中小製造業 大製造業 中小製造業 大製造業 中小製造業 大製造業 中小製造業 大製造業
11 年度 674,077 835,949 139,574 180,877 20.7 21.6 111.8 112.4
12 年度 627,449 898,379 138,386 182,445 22.1 20.3 110.5 109.6
13 年度 679,935 959,088 148,537 191,662 21.8 20.0 119.0 114.2
14 年度 682,827 952,257 146,670 193,176 21.5 20.3 120.0 114.2










































減少していることを指摘できる。00 年度から 17 年





表 10 預金市場における業態別の残高・構成比・増減率 単位：億円，％
北海道
2000 年度 05 年度 10 年度 15 年度 17 年度 17-00 年度
増減率残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比
大手銀行 19,294 6.18 20,422 6.73 22,550 7.16 22,132 6.53 22,376 6.29 15.97
地方銀行 42,804 13.71 41,911 13.81 48,676 15.45 52,534 15.50 55,778 15.68 30.31
北海道銀 33,332 10.67 33,789 11.14 40,387 12.82 43,326 12.78 46,501 13.07 39.51
第二地方銀行 58,972 18.89 62,849 20.71 68,330 21.68 78,472 23.15 84,430 23.73 43.17
北洋銀 50,333 16.12 54,231 17.87 68,106 21.61 77,896 22.98 83,904 23.58 66.70
信用金庫 53,410 17.10 58,223 19.19 63,836 20.26 70,222 20.71 73,015 20.52 36.71
旭川信金 4,894 1.57 6,464 2.13 7,065 2.24 7,960 2.35 8,285 2.33 69.29
帯広信金 5,073 1.62 5,454 1.80 6,031 1.91 6,805 2.01 7,079 1.99 39.54
信用組合 7,814 2.50 6,500 2.14 6,016 1.91 6,192 1.83 6,468 1.82 －17.23
農業協同組合 24,650 7.89 27,237 8.98 29,972 9.51 32,613 9.62 34,829 9.79 41.29
ゆうちょ銀行 99,670 31.92 79,378 26.16 67,424 21.40 67,635 19.95 69,288 19.47 －30.48
合計 312,264 100.00 303,429 100.00 315,123 100.00 339,021 100.00 355,804 100.00 13.94
全 国
2000 年度 05 年度 10 年度 15 年度 17 年度 17-00 年度
増減率残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比
大手銀行 2,906,043 29.48 3,111,248 31.74 3,510,725 33.98 4,101,350 35.19 4,495,980 36.39 54.71
地方銀行 1,819,004 18.45 1,926,289 19.65 2,182,939 21.13 2,566,612 22.02 2,702,985 21.88 48.60
第二地方銀行 574,344 5.83 545,815 5.57 583,964 5.65 664,699 5.70 686,397 5.56 19.51
信用金庫 1,038,115 10.53 1,125,658 11.48 1,198,212 11.60 1,348,429 11.57 1,410,690 11.42 35.89
信用組合 180,619 1.83 159,218 1.62 172,265 1.67 196,068 1.68 203,747 1.65 12.80
農業協同組合 720,923 7.31 788,653 8.05 858,107 8.31 959,125 8.23 1,013,018 8.20 40.52
ゆうちょ銀行 2,499,193 25.35 1,999,938 20.40 1,656,365 16.03 1,638,132 14.05 1,653,170 13.38 －33.85
合計 9,858,591 100.00 9,801,598 100.00 10,331,592 100.00 11,656,118 100.00 12,355,880 100.00 25.33














































国では 62.0％から 56.0％へ 6.0％の低下にとど
札幌学院大学経営論集 No.15（2021 年⚓月）
─ 15 ─
表 11 貸出市場における業態別の残高・構成比・増減率 単位：億円，％
北海道
2000 年度 05 年度 10 年度 15 年度 17 年度 17-00 年
増減率残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比
大手銀行 16,471 11.62 12,885 9.38 9,133 6.48 10,014 6.94 9,697 6.43 －41.13
地方銀行 33,089 23.35 32,314 23.52 33,741 23.94 35,081 24.30 39,613 26.26 19.72
北海道銀 25,027 17.66 24,049 17.51 26,512 18.81 26,617 18.44 30,113 19.96 20.32
第二地方銀行 43,368 30.61 43,585 31.73 50,062 35.52 51,057 35.36 52,908 35.08 22.00
北洋銀 36,510 25.77 36,846 26.82 50,061 35.52 50,857 35.22 52,710 34.95 44.37
信用金庫 29,377 20.73 30,650 22.31 30,232 21.45 30,911 21.41 31,375 20.80 6.80
旭川信金 2,794 1.97 3,597 2.62 3,171 2.25 3,083 2.14 3,059 2.03 9.48
帯広信金 2,858 2.02 2,688 1.96 2,752 1.95 2,933 2.03 2,998 1.99 4.90
信用組合 5,481 3.87 4,068 2.96 3,460 2.46 3,437 2.38 3,615 2.40 －34.04
農業協同組合 9,380 6.62 8,128 5.92 7,945 5.64 7,174 4.97 6,889 4.57 －26.56
ゆうちょ銀行 － － － － － － － － － － －
合計 141,698 100.00 137,376 100.00 140,935 100.00 144,381 100.00 150,829 100.00 6.44
全 国
2000 年度 05 年度 10 年度 15 年度 17 年度 17-00 年
増減率残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比 残高 構成比
大手銀行 2,750,391 48.53 2,157,610 42.94 2,221,916 41.87 2,288,088 39.94 2,402,651 39.62 －12.64
地方銀行 1,358,156 23.97 1,407,294 28.01 1,575,074 29.68 1,845,642 32.21 1,986,165 32.75 46.24
第二地方銀行 465,703 8.22 413,765 8.24 439,139 8.27 492,600 8.60 522,959 8.62 12.29
信用金庫 661,881 11.68 647,461 12.89 637,114 12.01 672,826 11.74 709,314 11.70 7.17
信用組合 134,516 2.37 93,704 1.86 94,349 1.78 102,987 1.80 110,784 1.83 －17.64
農業協同組合 220,054 3.88 207,468 4.13 223,550 4.21 206,654 3.61 205,040 3.38 －6.82
ゆうちょ銀行 － － － － － － － － － － －
合計 5,666,903 100.00 5,024,395 100.00 5,306,899 100.00 5,729,365 100.00 6,064,535 100.00 7.02















不況・回復期の 07-10 年度，景気拡大期の 11-17 年
度の⚓つの時期に分けたい58)。































表 12 業態別の預貸率 単位：％
北海道
2000 年度 05 年度 10 年度 15 年度 17 年度 00-17 年度
大手銀行 85.37 63.09 40.50 45.25 43.34 －42.03
地方銀行 77.30 77.10 69.32 66.78 71.02 －6.28
北海道銀 75.08 71.17 65.64 61.43 64.76 －10.33
第二地方銀行 73.54 69.35 73.27 65.06 62.66 －10.88
北洋銀 72.54 67.94 73.50 65.29 62.82 －9.72
信用金庫 55.00 52.64 47.36 44.02 42.97 －12.03
旭川信金 57.09 55.65 44.88 38.73 36.92 －20.17
帯広信金 56.34 49.28 45.63 43.10 42.35 －13.99
信用組合 70.14 62.58 57.51 55.51 55.89 －14.25
農業協同組合 38.05 29.84 26.51 22.00 19.78 －18.27
ゆうちょ銀行 － － － － － －
合計 45.38 45.27 44.72 42.59 42.39 －2.99
全国
2000 年度 05 年度 10 年度 15 年度 17 年度 00-17 年度
大手銀行 94.64 69.35 63.29 55.79 53.44 －41.20
地方銀行 74.66 73.06 72.15 71.91 73.48 －1.18
第二地方銀行 81.08 75.81 75.20 74.11 76.19 －4.90
信用金庫 63.76 57.52 53.17 49.90 50.28 －13.48
信用組合 74.47 58.85 54.77 52.53 54.37 －20.10
農業協同組合 30.52 26.31 26.05 21.55 20.24 －10.28
ゆうちょ銀行 － － － － － －







































表 13 ⑴ 北海道の信用組合の主な経営指標 単位：億円，％
預金 前年度増加率 貸出 前年度増加率 預貸率(末残） 業務純益 コア業務純益 経常利益 当期純利益 総資金利鞘
03 年度 6,643 4,478 67.42 36.7 32.8 12.6 10.4 0.382
4 年度 6,676 0.50 4,439 －0.87 66.50 32.7 26.7 －1.4 －3.2 0.347
5 年度 6,706 0.45 4,224 －4.84 62.99 20.8 27.9 －2.2 －9.9 0.370
6 年度 6,669 －0.55 4,070 －3.65 61.03 36.2 32.2 3.4 －1.6 0.433
7 年度 6,058 －9.16 3,752 －7.81 61.93 23.6 24.9 2.1 －0.3 0.368
8 年度 6,054 －0.07 3,737 －0.40 61.73 32.0 23.6 －11.6 －11.4 0.358
9 年度 6,091 0.61 3,658 －2.11 60.06 17.4 22.5 －14.5 －17.1 0.348
10 年度 6,102 0.18 3,582 －2.08 58.70 16.2 19.1 －30.6 －35.7 0.280
11 年度 6,044 －0.95 3,509 －2.04 58.07 30.2 17.5 9.2 5.0 0.249
12 年度 6,115 1.17 3,471 －1.08 56.76 25.1 18.5 14.2 9.0 0.285
13 年度 6,176 1.00 3,447 －0.69 55.82 22.7 15.0 17.2 10.3 0.228
14 年度 6,238 1.00 3,423 －0.70 54.87 16.8 16.0 －5.8 －12.2 0.245
15 年度 6,293 0.88 3,472 1.43 55.18 24.4 13.5 14.6 10.2 0.200
16 年度 6,285 －0.13 3,505 0.95 55.48 12.4 6.8 10.3 9.5 0.154
17 年度 6,468 2.91 3,615 3.14 55.96 2.0 1.1 0.7 －7.8 0.135
表 13 ⑵ 全国の地域信用組合の主な経営指標 単位：億円，％
預金 前年度増加率 貸出 前年度増加率 預貸率(末残） 業務純益 コア業務純益 経常利益 当期純利益 総資金利鞘
03 年度 134,765 83,575 62.02 701 ＊712 －52 －24 0.389
4 年度 137,811 2.21 84,137 0.67 61.05 865 ＊787 97 101 0.468
5 年度 140,987 2.25 85,233 1.29 60.45 892 ＊872 193 50 0.512
6 年度 142,274 0.90 85,591 0.42 60.16 901 935 216 154 0.579
7 年度 144,517 1.55 85,619 0.03 59.25 738 835 －92 －89 0.501
8 年度 144,373 －0.10 85,631 0.01 59.31 541 719 －371 －378 0.425
9 年度 147,536 2.14 85,372 －0.30 57.87 771 738 128 74 0.432
10 年度 151,733 2.77 85,469 0.11 56.33 760 690 101 29 0.380
11 年度 157,023 3.37 86,094 0.73 54.83 770 720 62 －111 0.378
12 年度 161,551 2.80 86,900 0.93 53.79 854 720 371 194 0.366
13 年度 165,231 2.23 88,579 1.90 53.61 875 700 561 407 0.340
14 年度 170,181 2.91 90,937 2.59 53.44 848 688 609 430 0.315
15 年度 173,432 1.87 93,761 3.01 54.06 839 672 626 419 0.300
16 年度 176,864 1.94 97,097 3.44 54.88 724 613 550 414 0.263
17 年度 180,580 2.06 101,155 4.01 55.99 729 659 601 426 0.276

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を示している。ただ，03 年度から 17 年度の構成比
の変化をみると，北海道の信用組合が提供する貸出
金額の階層が上位にシフトしていることがわかる。
先数でみると，この期間に 30 万円未満では 15.2 ポ
イント（37.3％→22.1％），30～100 万円未満では
3.4 ポイント（26.4％→23.0％）の低下をみせたが，
100～500 万円未満では 11.0 ポイント（17.1％→
28.1％），500～3,000 万円未満では 4.9 ポイント























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1,220 万円へと 1.5 倍の増加を示している66)。
次に，前表 13 で北海道の信用組合の収益につい
てみてみよう。経常利益と当期純利益はともに 03


















と，北海道の信用組合では 03 年度の 37 億円から 15









れは，03 年度の 33 億円から減り続け，15 年度には
14 億円と半減し（58.8％減），17 年度には⚑億円ま
で減少した。この期間に全国の地域信用組合のコア






表 15 信用組合の地域別・貸出金額別の貸出構成（3年度，17 年度，先数，金額） 単位：％
（3年度・先数）
北海道 東北 関東 北陸 東海 近畿 中国 四国 北九州 南九州
30 万円未満 37.3 33.5 27.7 21.9 26.8 22.6 31.6 21.8 33.2 34.5
30 万円以上～100 万円未満 26.4 27.8 23.6 21.3 24.9 22.1 27.4 37.1 25.8 26.7
100 万円以上～500 万円未満 17.1 20.8 21.7 26.7 22.9 24.2 20.1 27.7 24.7 23.2
500 万円以上～3,000 万円未満 14.0 14.2 21.8 24.3 20.3 24.0 15.7 11.1 13.9 12.3
3,000 万円以上 5.2 3.7 5.2 5.8 5.1 7.1 5.2 2.3 2.4 3.3
（3年度・金額）
北海道 東北 関東 北陸 東海 近畿 中国 四国 北九州 南九州
30 万円未満 0.7 0.9 － 0.3 0.4 0.2 0.5 0.7 1.4 0.9
30 万円以上～100 万円未満 1.7 2.6 1.6 1.3 1.4 0.9 1.7 4.8 3.2 2.6
100 万円以上～500 万円未満 4.8 8.1 5.9 7.1 5.7 4.3 5.0 11.4 12.6 8.7
500 万円以上～3,000 万円未満 21.3 29.0 32.9 33.4 27.4 24.2 21.8 28.7 36.9 24.0
3,000 万円以上 71.5 59.4 59.1 57.9 65.1 70.4 71.0 54.4 45.9 62.3
（17 年度・先数）
北海道 東北 関東 北陸 東海 近畿 中国 四国 北九州 南九州
30 万円未満 22.1 20.8 20.1 15.7 17.1 16.5 20.8 16.5 21.9 22.3
30 万円以上～100 万円未満 23.0 23.2 18.2 15.6 17.4 17.6 17.7 25.2 21.9 23.9
100 万円以上～500 万円未満 28.1 30.7 25.8 30.6 28.7 26.5 22.1 34.4 28.9 29.9
500 万円以上～3,000 万円未満 18.9 19.8 27.8 31.2 28.4 27.0 26.7 20.0 20.9 19.0
3,000 万円以上 7.9 5.5 8.1 6.9 8.4 12.4 12.7 3.9 6.4 4.9
（17 年度・金額）
北海道 東北 関東 北陸 東海 近畿 中国 四国 北九州 南九州
30 万円未満 0.3 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.3 0.3 0.3
30 万円以上～100 万円未満 1.1 1.5 0.7 0.8 0.7 0.3 0.4 1.7 1.3 1.6
100 万円以上～500 万円未満 5.3 7.6 4.3 5.9 4.4 1.8 2.5 8.9 6.7 7.7
500 万円以上～3,000 万円未満 19.7 28.3 26.9 33.8 25.6 10.6 17.4 29.5 28.1 27.5
3,000 万円以上 73.6 62.3 67.9 59.3 69.2 87.2 79.6 59.6 63.6 62.9
注）北海道を基準として，割合の多い地域には網掛けをした。
出所）全国信用組合中央協会［各年度版］。













金についても，その差は 03 年度の⚑億 2,600 万円
から 17 年度の⚒億 5,400 万円に拡大した。こうし
たことは全国の地域信用組合と比べても同じであっ
た。一人当たりの預金では全国の地域信用組合が北
海道の信用組合を 03 年度 5,600 万円，17 年度⚒億




























表 17 道内の信用組合の預金，貸出金，預貸率 単位：億円，％
預金 貸出金 預貸率
5 年度 17 年度 増減率 5 年度 17 年度 増減率 5 年度 17 年度 低下率
北央 1,791.3 1,980.6 10.6 1,110.1 1,148.8 3.5 61.97 57.13 －4.8
札幌中央 904.7 1,062.7 17.5 629.6 601.2 －4.5 69.59 56.57 －13.0
空知商工 803.1 864.1 7.6 449.8 481.6 7.1 56.01 55.73 －0.3
釧路 1,102.1 811.9 －26.3 745.4 430.5 －42.2 67.6 53.02 －14.6
十勝 409.1 516.3 26.2 287.4 324.4 12.9 70.2 62.83 －7.4
函館商工 249.6 273.1 9.4 170.0 166.7 －1.9 68.1 61.04 －7.1
出所）北海道の信用組合［各年度版］。
表 16 信用組合の生産性 単位：100 万円
全国の地域信用組合 北海道の信用組合 北海道の信用金庫
1 人当たり預金 1 人当たり貸出 1 人当たり預金 1 人当たり貸出 1 人当たり預金 1 人当たり貸出
03 年度 603 374 547 369 957 495
06 年度 680 409 604 369 1,090 554
09 年度 713 412 592 355 1,163 567
12 年度 800 430 624 354 1,239 550
15 年度 886 479 665 367 1,439 614
16 年度 915 502 692 383 1,468 642
17 年度 957 535 723 404 1,516 658
03-17 年度


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































得られた利益をみると，05 年度から 17 年度の間に
釧路を除いてどの信用組合も業務純益を大きく減少
させている。なかでも空知商工は 329.1％も減少し
ており最も多く，17 年度においては⚙億 4,000 万円
のマイナスであった70)。一方，釧路は 111.4％の増






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 22 振興局別の主要業種の事業所数 単位：1,000
農林漁業 建設業 製造業 卸・小売業 サービス業
01 年 16 年 01 年 16 年 01 年 16 年 01 年 16 年 01 年 16 年
全道 3.3 4.2 26.1 21.4 13.4 10.2 109.8 56.2 81.8 52.6
石狩 0.2 0.3 8.1 7.8 3.8 3.1 37.5 21.3 26.6 19.0
空知 0.3 0.4 1.8 1.3 0.9 0.7 7.0 3.2 5.6 3.1
渡島 0.1 0.1 2.4 1.9 1.3 1.0 10.3 4.9 7.4 4.7
十勝 0.5 0.6 2.0 1.7 0.9 0.8 7.3 3.9 6.0 3.8







2004 年 6 月 2016 年 6 月
全道 1,980,261.9 1,799,961.7 －9.1
石狩 1,078,931.4 1,084,595.6 0.5
空知 74,865.8 50,012.1 －33.2
渡島 121,738.3 101,048.3 －17.0
十勝 130,293.6 96,576.3 －25.9
釧路 86,939.7 68,341.9 －21.4
注）商品販売額とは商業で売買された商品の販売額のこと。
出所）北海道総合政策部［2006］［2019］（資料市町村勢要覧）。
表 20 道内の信用組合の生産性と業務純益 単位：億円，％，人
職員一人当たり預金 職員一人当たり貸出 職員数 業務純益
5 年度 17 年度 増減率 5 年度 17 年度 増減率 5 年度 17 年度 増減数 5 年度 17 年度 増減率
北央 5.3 7.5 41.5 3.2 4.3 34.4 337 265 －72 2.76 2.50 －9.42
札幌中央 5.5 6.9 25.5 3.8 3.9 2.6 162 154 －8 2.72 0.96 －64.71
空知商工 6.0 7.6 26.7 3.3 4.2 27.3 133 113 －20 4.12 －9.44 －329.13
釧路 5.7 6.6 15.8 3.9 3.5 －10.3 191 116 －75 0.44 0.93 111.36
十勝 5.3 6.8 28.3 3.7 4.3 16.2 77 75 －2 2.04 1.32 －35.29





01 年 16 年 01 年 16 年 事業所数 従業者数
全道 27.1 22.5 258.5 216.6 －17.0 －16.2
石狩 9.1 8.6 102.2 99.0 －5.5 －3.1
空知 1.8 1.3 15.6 10.6 －27.8 －32.1
渡島 2.4 1.9 20.1 15.9 －20.8 －20.9
十勝 1.9 1.6 16.7 14.0 －15.8 －16.2































































融資は，13 年度は⚗件で 4,590 万円に過ぎなかった
が，14 年度 15 件，7,390 万円，15 年度 25 件，6,830
万円，16 年度 35 件，⚑億 4,018 万円と漸増し，17
年度には 41 件，⚑億 7,750 万円，18 年度（⚙月）は
44 件，⚒億 7,400 万円となった76)。なお，「どさんこ










業を資金面で支援することになった77)。17 年 11 月
には本ファンドの⚑号案件として北央信用組合の取







ド：⚑件，1,000 万円），18 年度（12 月）は 12 件，
⚑億 4,226 万円（ハーベスト：10 件，⚑億 426 万円，



























た取り組みを行った。17 年度の取扱実績は 11 件
（北海道⚙件，札幌市⚒件），⚑億 1,200 万円であっ

















































る。17 年度は 140 件，⚕億 1,600 万円を実行した。
また，北海道内の⚗信用組合共通の低利融資商品で
ある「しんくみアシスト⚗」（09 年 12 月取扱開始）
も引き続き実施された。これは，小規模事業者（資
本金 1,000 万円以下または従業員 20 人以下）へ円
滑な資金供給に努めるため，無担保（保証協会保証
付き，個人事業主は無保証人），期間⚗年（運転資金），
10 年（設備資金），融資金額 5,000 万円以内で，事業
資金を貸し付けるものである。札幌中央信用組合の


































































































140 件，13 億 2,350 万円，16 年度 141 件，11 億 170






となり，54 年 12 月に地域の中小企業の資金調達の
ために設立された。当初は釧路商工信用組合という
名称で地域信用組合として，釧路市北大通に本店を







































た。B 社は新商品開発や商品広告のために 267 万
円，C 社は商品広告やパッケージ作成のために 164
万円の出資を募集した（B 社は目標金額の 2.8％，











































釧路信用組合のメイン取引先数は 16 年度の 472 件，





































規事業融資は 13 年度は 27 件，⚖億 9,500 万円，15
年度 25 件，⚗億 6,600 万円，17 年度 23 件，⚗億
1,400 万円，無担保・無保証融資（小口事業貸付，保
証協会保証付き）はそれぞれ 58 件，⚒億 1,100 万円，
75 件，⚓億 5,300 万円，64 件，⚒億 4,600 万円，動
産・売掛金担保融資（ABL）は 32 件，⚙億 1,000 万













太陽光発電関連の創業・新規事業融資は 16 年度 66



































年度⚔件，1,300 万円，15 年度⚗件，4,100 万円，17








42 件，設定額 9,600 万円のうち利用額は 5,200 万円
（設定額の 54.2％），16 年度は 51 件，⚑億 1,600 万
円のうち 4,600 万円（40.0％），17 年度は 17 件，

















































































































































































































は，現在（19 年⚙月），預金 4,253 億円，貸出金
2,172 億円，店舗数 37 店，組合員数⚗万 1,203 人，

































商工信用組合（開設 63 年），北秋信用組合（49 年），
鹿角信用組合（58 年）の⚓組合の合併によりスター
トし，さらに 03 年⚑月に大館信用組合（52 年）と合
併した。現在（18 年⚓月）は営業地域を秋田県全域
に拡張し，店舗数 15 店，職員数 117 人，出資金 21


























































09 年度から 19 年⚙月までの預金（積金）と貸出金
をみると，両方とも増加を続けており，預金は 600





数 77 名，出資金⚒億 5,000 万円，組合員数⚑万






































度から 18 年度の間に，預金は 421 億円から 591 億


















































































































10）09 年度の生産指数は関東 96.6，中部 94.6，近




11）15 年度の生産指数は関東 109.3，中部 109.6，












では，それぞれ 299 兆 9,173 億円，51 兆 3,203 億
円。なお，北海道の地方資源型産業の製造品出荷
額が製造業全体に占める割合は，12 年 39.2％，13
年 35.6％，14 年 38.6％，15 年 43.7％と上昇して
いる。
16）北海道の金属加工型産業の製造品出荷額は⚑兆
880 億円，全国のそれは 152 兆 2,607 億円。なお，
北海道の金属加工型産業の製造品出荷額が製造業
全体に占める割合は，12 年 15.7％，13 年 15.9％，
14 年 15.1％，15 年 16.2％。
17）北海道の食料品製造業の出荷額は⚒兆 1,337 億
円，輸送用機械器具のそれは 3,722 億円。全国で













23）15 年度の総資本形成（名目）は，全国 111 兆
6,182 億円，北海道⚓兆 8,082 億円。民間固定資
本形成は，それぞれ 85 兆 8,953 億円，⚒兆 1,597




02 年度－1.8％，03 年度－0.6％，04 年度 0.8％，
05 年度－2.2％，06 年度－1.8％，07 年度－1.0％，
08 年度－3.3％，09 年度－0.8％，10 年度 0.2％，
11 年度 0.2％，12 年度－1.0％，13 年度 1.4％，14





る。それぞれ 52.5％（332 億円），4.7％（29 億円）
の増加を示した。また実質値でみると電気機械も
増加している。実質値の増加率は電気機械














32）04 年から 14 年の期間に主要な⚕業種の個人企
業も減少していた。建設業は 5,211 から 3,733
（39.6％），製造業は 2,575 から 2,127（21.1％），
卸・小売業は 19,898 から 12,928（53.9％），不動
産業は 11,120 から 8,448（31.6％），宿泊・飲食業
は 29,719 から 21,218（40.1％）へ減少していた。
北海道総合政策部［各年版］『北海道統計書』。
33）北海道の鉱工業の生産指数（10 年＝100）をみ




34）北海道の実質経済成長率は 15 年度 0.7％，16
年度 1.2％，17 年度 1.1％で，⚓年連続プラス成
長であった。北海道経済部［2015］［2016］［2017］
『道民経済計算年報』。
35）大製造業における 11 年度から 15 年度の総資産
額の増加率は，資本金⚑億～⚓億円未満 1.9％，
⚓億～⚕億円未満 10.3％，⚕億～10 億円未満
63.8％，10 億～50 億円未満 29.2％の増加であっ
た。




億～⚕ 億 円 未 満 3.8％，⚕ 億～10 億 円 未 満
45.5％，10 億～50 億円未満 34.5％の増加であっ
た。
37）なお，中小製造業の比重は総資産額では 12 年
度 41.5％，13 年度 41.9％，14 年度 42.5％，売上
高では 41.1％，41.5％，41.8％であった。また資
本金⚓千万～⚕千万円未満の小規模層の比重は総
資産額では 11 年度 15.6％，12 年度 14.5％，13 年




それに比べて，12 年度 6.8 ポイント，13 年度 6.3
ポイント，14 年度 8.4 ポイント上回っていた。
39）小規模層の ROA は資本金⚑億円以上の大製造
業のそれと比べても，11 年度は 0.6 ポイント，12
年度 1.8 ポイント，13 年度 0.1 ポイント，14 年度
1.5 ポイント，15 年度 0.5 ポイント下回るに過ぎ
なかった。
40）中小製造業の設備資金および運転資金は，それ
ぞれ 12 年度は 1,071 億円，501 億円，13 年度





れ 12 年度 396 億円，308 億円，13 年度 367 億円，
409 億円，14 年度 392 億円，446 億円で，運転資金
と設備資金ともに増加基調にあった。同上。
42）中規模層の設備資金および運転資金は，それぞ
れ 12 年度 676 億円，193 億円，13 年度 690 億円，







44）表⚖をみると 11 年度から 15 年度における道内
の中小製造業の ROA は上昇している。また中小
製造業の当期純利益は，11 年度⚔億 1,700 万円，
12 年度 41 億 2,100 万円，13 年度 120 億 3,700 万
円，14 年度 88 億 9,600 万円，15 年度 107 億
6,100 万円と増加している。同上。
45）負債合計は，大製造業は 11 年度 4,006 億円，15




11 年度 5.8％，15 年度 4.9％とわずかであった。
同上。
47）金融機関からの長期借入金についてみると，大
製造業は 11 年度の 415 億円から 15 年度の 363 億













造業のその比率は，11 年度の 77.2％，12 年度















51）小規模層の付加価値額は 11 年度 493 億円，12
年度 472 億円，13 年度 524 億円，14 年度 570 億円，
15 年度 581 億円，最大規模層のそれは 596 億円，
509 億円，537 億円，573 億円，643 億円であった。
北海道経済産業局［各年版］『企業活動基本調査』。
52）小規模層の付加価値率は，11 年度 23.8％，12


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に多いのが 30～100 万円未満（23.0％），30 万円





65）金額でみると，03 年度から 17 年度の間に 30 万
円未満は 0.4 ポイント（0.7％→0.3％），30～100
万円未満は 0.6 ポイント（1.7％→1.1％），500～






の 900 万円から 17 年度の 1,430 万円へ 1.6 倍増
加した。信金中央金庫［各年度版］。
67）14 年度において全国の信用組合の経常利益と
当期純利益はそれぞれ 609 億円，430 億円の黒字





68）03 年度から 17 年度において北海道の信用金庫
の経常利益は 08 年度の 37 億円の赤字を別として
おおよそ 200～300 億円の黒字で推移し，当期純












円，17 年度 3.0 億円，札幌中央はそれぞれ 1.18
億円，1.74 億円，空知商工は 1.9 億円，▲15.82
億円，釧路は▲11.87 億円，5.98 億円，十勝は








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































営会社が 400 万円で，ファンド運営期間は 15 年，
20～30 件の出資を目指している。
















84）17 年度の当期純利益は 21 億 8,000 万円の赤字
で（16 年度は 7,300 万円の黒字），業務純益は⚙

























た 14 年度のそれは 9.47％，17 年度は 8.94％。不

















































11.8％から 49.6％へ 37.8 ポイント，「動産担保に


























































で，融資期間⚑～35 年以内，融資金額 100 万円～




25 年以内，（リフォーム資金）⚖ヶ月以上 10 年以





資金）⚖ヶ月以上 10 年以内，融資金額 100 万～












君」（15 年 12 月）を共同開発した。これは，融資
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